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講演概要
プライバシー保護の数学的枠組みとして有名なものに, 局所差分プライバシー (local differen-

tial privacy, LDP) がある. これは条件付き確率分布 q(y|x)に対する条件であり, 有限個の線型
不等式によって表現される. LDPの典型的な研究の 1つとして, 次の最適化問題がある: q が LDP

を満たすとき, 実数値関数 Φ(q)を最大化せよ. ただし, Φは保護すべき私的データをどの程度有効
活用できるかを表す関数であり, 有用性関数 (utility function) と呼ばれる.*1 本講演の前半は,

このような最適化問題に関する一般論を扱った Kairouzらの研究 [1]を簡単に紹介し, 上の最適化
問題の量子拡張の 1つ [6]を紹介する. 後半は, Kairouz らの一般論を量子的に拡張する際の課題
を挙げ, この観点から最近の研究 [2–5]を整理する.

前提知識
(Rd と Cd に関する) 線型代数.

すうがく徒のみなさまへ
本講演で扱う研究分野は比較的若く, 開拓の余地が大きく残されています. 応用上の研究背景は
ひとまず脇に置き, 純粋に数学的な問題として認識できる部分に限っても, 魅力的な問題が未解決
のまま残っています. しかし, こうした問題はおそらくほとんど知られていないため, 純粋数学にお
ける長年の未解決問題と比べれば, 創意工夫で突破できる可能性があります. 数学に強い方々の挑
戦を待っています. 抽象的すぎず具体的すぎない, ちょうどよい対象が好きな方にはおすすめです.
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*1 有用性関数として何を採用するかは問題設定に依存するが, 本講演では可能な限り一般的な関数を扱う.
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